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        介護予防短期入所療養介護利用契約書 

 

（契約書の目的） 

第１条 老人保健施設はぴねすケアセンター（以下、乙という。）は、要支援状態（要支援１、２）と認

定された利用者                        様（以下、甲という。）に対し、介護保険法令の趣

旨に従って、甲が可能な限り自宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むこと

ができるように、一定の期間、介護予防短期入所療養介護を提供し、一方、甲及び甲の身元を保

証する者（以下、保証人という。）は、乙に対し、そのサービスに対する料金を支払うことについて取

り決めることを、本契約の目的とします。 

 

（適用期間） 

第２条 本契約は、、甲が介護予防短期入所療養介護利用契約書を乙に提出したときから効力を

有します。但し、保証人に変更があった場合は、新たに同意を得ることとします。 

２ 甲は､前項に定める事項の他､本契約書､別紙１、別紙２の改定が行われない限り､初回利用時

の契約書提出をもって､繰り返し乙を利用することができるものとします｡ 

 

（保証人） 

第３条 乙は甲に対して保証人を定めることを請求できます。ただし、社会通念上、保証人を定める

ことができないやむを得ない理由がある場合はその限りではありません。 

２ 本契約において、甲は、保証人１（連帯保証人１）及び保証人２（連帯保証人２）の２名をたてるも

のとし、それぞれ別の生計を営む者とします。 

３ 保証人は、本契約に基づく甲の乙に対する責務について連帯保証人となると共に、乙が必要あ

りと認め要請したときはこれに応じて乙と協議し、身上監護に関する決定、甲の身柄の引き取り、残

留財産の引き取り等を行うことに責任を負います。 

 

（利用者からの解除） 

第４条 甲及び保証人は、乙に対し、退所の意思表明をすることにより、本契約に基づく介護予防

短期入所療養介護利用を解除・終了することができます。 

 

（当施設からの解除） 

第５条 乙は、甲及び保証人に対し、次に掲げる場合には、本契約に基づく介護予防短期入所療

養介護利用を解除・終了することができます。 

① 甲が要介護認定にて自立と認定された場合 

② 甲の介護予防サービス計画が作成されている場合には、その計画で定められた当該利用日数

を満了した場合 

③ 甲の病状、心身状態等が著しく悪化し、乙での適切な介護予防短期入所療養介護の提供を

超えると判断された場合 

④ 甲及び保証人が、本契約書に定める利用料金を３か月分以上滞納し、その支払を督促したに

もかかわらず１０日間以内に支払われない場合 

⑤ 甲が、乙及び乙の職員又は他の入所者等に対して、利用継続が困難となる程度の暴力、暴
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言、背信行為等又は反社会的行為を行った場合 

⑥ 天災、災害、施設・設備の故障その他やむを得ない理由により、乙を利用させることができない

場合 

⑦ 甲が要介護認定がされ、居宅サービスの対象となった場合 

 

（利用料金） 

第６条 甲及び保証人は、連帯して、乙に対し、本契約に基づく介護予防短期入所療養介護の対

価として、別紙１の利用単位ごとの料金をもとに計算された月ごとの合計額及び甲が個別に利用し

たサービスの提供に伴い必要となる額の合計額を支払う義務があります。 

但し、乙は、甲の経済状態等に変動があった場合、上記利用料金を変更することがあります。 

２ 乙は、甲及び保証人が指定する者に対し、前月料金の合計額の請求書及び明細書を、毎月１

５日までに発行し、所定の方法により交付する。甲及び保証人は、連帯して、乙に対し、当該合計

額をその月の末日までに支払うものとします。なお、支払いの方法は、金融機関口座自動引き落と

しのみとなります。 

３ 乙は、甲又は保証人から、１項に定める利用料金の支払いを受けたときは、甲又は保証人の指

定する者に対して、領収書を所定の方法により交付します。 

 

（記録） 

第７条 乙は、甲の介護予防短期入所療養介護の提供に関する記録を作成し、その記録を利用終

了後５年間は保管します。 

２ 乙は、甲が前項の記録の閲覧を求めた場合には、原則としてこれに応じます。但し、第３条２項

に定める保証人１（連帯保証人１）及び保証人２（連帯保証人２）に対しては、委任状等によって甲

の承諾が認められる場合に限りこれに応じます。 

 

（身体の拘束等） 

第８条 乙は、原則として甲に対し身体拘束を行いません。但し、自傷他害の恐れがある等緊急や

むを得ない場合は、施設長が判断し、保証人の同意を書面にて得た上で身体拘束その他甲の行

動を制限する行為を行うことがあります。この場合には、乙の医師がその様態及び時間、その際の

甲の心身の状況、緊急やむを得なかった理由を診療録に記載することとします。 

 

（秘密の保持及び個人情報の保護） 

第９条 乙とその職員は、当法人の個人情報保護方針に基づき、業務上知り得た甲又は保証人若

しくはその家族等に関する個人情報の利用目的を別紙２のとおり定め、適切に取り扱います。また

正当な理由なく第三者に漏らしません。但し、例外として次の各号については、法令上、介護関係

事業者が行うべき義務として明記されていることから、情報提供を行なうこととします。 

① サービス提供困難時の事業者間の連絡、紹介等 

② 居宅介護支援事業所等との連携 

③ 甲が偽りその他不正な行為によって保険給付を受けている場合等の市町村への通知 

④ 甲に病状の急変が生じた場合等の主治の医師への連絡等 

⑤ 生命・身体の保護のため必要な場合（災害時にて安否確認情報を行政に提供する場合等） 
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２ 前項に掲げる事項は、利用終了後も同様の取扱いとします。 

 

（緊急時の対応） 

第10 条 乙は、甲に対し、施設医師の医学的判断により対診が必要と認める場合、協力医療機関

又は協力歯科医療機関での診療付添を依頼することがあります。 

２ 乙は、甲に対し、乙における短期入所療養介護での対応が困難な状態、又は、専門的な医学

的対応が必要と判断した場合、他の専門的機関を紹介します。 

３ 前２項のほか、短期入所療養介護利用中に甲の心身の状態が急変した場合、乙は、甲及び保

証人が指定する者に対し、緊急に連絡します。 

 

（事故発生時の対応） 

第11 条 サービス提供等により事故が発生した場合、乙は、甲に対し必要な措置を講じます。 

２ 施設医師の医学的判断により、専門的な医学的対応が必要と判断した場合、協力医療機関、

協力歯科医療機関又は他の専門的機関での診療を依頼します。 

３ 前２項のほか、乙は甲の家族等甲又は保証人が指定する者及び保険者の指定する行政機関

に対して速やかに連絡します。 

 

（要望又は苦情等の申出） 

第12 条 甲及び保証人は、乙の提供する介護予防短期入所療養介護に対しての要望又は苦情

等について、担当支援相談員に申し出ることができ、又は、備付けの用紙、管理者宛ての文書で

所定の場所に設置する「ご意見箱」に投函して申し出ることができます。 

 

（賠償責任） 

第13 条 乙は、介護予防短期入所療養介護の提供に当たって故意又は過失により、甲の生命・

身体・財産に損害を及ぼした場合には、その損害を賠償します。ただし、甲又は保証人に故意又

は過失が認められ、かつ甲の置かれた心身の状況を斟酌して相当と認められる場合には、損害賠

償額を減ずることができるものとします。 

２ 乙は、自己の責めに帰すべき事由がない限り、損害賠償責任を負いません。とりわけ次の各号

に該当する場合には、乙は損害賠償責任を免れます。 

① 甲又は保証人が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について故意にこれ

を告げず、又は不実の告知を行ったことに専ら起因して損害が発生した場合 

② 甲又は保証人が、介護予防短期入所療養介護の実施のため必要な事項に関する聴取、確認

に対して故意にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことに専ら起因して損害が発生した場合 

③ 甲の急激な体調の変化等、乙が実施した介護予防短期入所療養介護を原因としない事由に

専ら起因して損害が発生した場合 

④ 甲又は保証人が、乙及び従業者の指示・依頼に反して行った行為に専ら起因して損害が発生

した場合 
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３ 甲の責に帰すべき事由によって、乙が損害を被った場合、甲及び保証人は、連帯して、乙に対

して、その損害を賠償するものとします。 

（利用契約に定めのない事項） 

第14 条 この契約書に定められていない事項は、介護保険法令その他諸法令に定めるところによ

り、甲又は保証人と乙が誠意をもって協議して定めることとします。 
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＜別紙１＞   老人保健施設はぴねすケアセンターのご案内（重要事項説明書） 

 

１．介護保険証の確認 

ご利用のお申込みに当たり、ご利用希望者の介護保険証を確認させていただきます。 

 

２．施設の概要 

（１）施設の名称等 

・施設名 老人保健施設 はぴねすケアセンター 

・開設年月日 平成５年４月８日 

・所在地 愛媛県新居浜市多喜浜二丁目１番５０号 

・電話番号 0897-46-5177  

・ファクシミリ番号 0897-45-3501 

・施設長名 清田 正夫 

・介護保険指定番号 介護老人保健施設（３８５７７８０１６１号） 

（２）介護予防短期入所生活介護の目的と運営方針 

事業者（介護予防短期入所生活介護）は、要支援状態にある利用者に対し、可能な限り居宅にお

いて能力に応じた自立した日常生活を営むことができるよう、居宅介護サービス計画に基づき当施

設を一定期間ご利用いただき、看護、医学管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医

療並びに日常生活上のお世話を行い、利用者の生活の質の向上および利用者のご家族の身体

的及び精神的負担の軽減を図ります。 

［老人保健施設はぴねすケアセンター運営方針］ 

・家庭復帰を念頭に、自立した在宅生活が出来るように支援します。 

・日常生活に必要なリハビリテーションサービスに努めます。 

・介護予防と介護負担の軽減に努め、利用者やご家族に選ばれる施設づくりを目指します。 

・ご家族や地域の人々、周辺機関との連携を深め、在宅生活が続けられるよう支援します。 

・質の高いサービス向上をめざします。 

・個人情報の保護に注意しつつ情報公開に努めます。 

◇医療： 

当施設は入院の必要のない程度の要介護者を対象としていますが、医師・看護職員が常勤してい

ますので、ご利用者の状態に照らして適切な医療・看護を行います。 

◇リハビリテーション： 

原則としてリハビリテーション室（機能訓練室）にて行いますが、施設内でのすべての活動がリハビ

リテーション効果を期待したものです。 

◇栄養管理： 

心身の状態の維持・改善の基礎となる栄養管理サービスを提供します。 

◇生活サービス： 

当施設入所中も明るく家庭的な雰囲気のもとで生活していただけるよう、常に利用者の立場に立っ

て運営しています。 
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（３）施設の職員体制 

 従業者の管理、業務の実施状況の把握その他の管理を一元的に行う。 

 従業者に各種規程を遵守させるために必要な指揮命令を行う。 

 入所者の診察、健康管理、保健衛生指導等を担当。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

・薬剤師 １名（非常勤） 

医師の指示による薬剤の処方に関する業務。 

・看護職員 ５名（常勤）、２名（非常勤） 

 医師の指示に基づく入所者の看護、診療の介助健康管理に関する業務。 

 入所者の日常生活の介護・支援及び家族に対する指導に関する業務。 

 入所者の保健衛生に関する業務。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

・介護職員 ２９名（常勤）、９名（非常勤） 

 入所者の日常生活の介助、支援に関する業務。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

・支援相談員 １名 

 入所者の生活、行動プログラムの企画対外連絡並びに入所者及び家族の支援相談に関す

る業務。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

・作業療法士、理学療法士 ２名（常勤） 

 入所者の機能回復訓練並びに日常生活動作の改善に関する業務。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

・管理栄養士 １名 

 医師の指示による入所者の栄養摂取量の調節及び栄養指導に関する業務。 

 給食献立表の作成及び調理実務指導に関する業務。 

 給食材料の発注、受入管理、請求伝票の仕訳に関する業務。 

 調理室及び食品、器具什器類の保全と衛生管理に関する業務。 

 給食内容等の記録作成に関する業務。 

 入所者の食事摂取状況の点検記録と嗜好調査の計画実施に関する業務。 

 給食員への保健衛生の指導に関する業務。 

 入所者のケアプランの検討と実施に関する業務。 

  利用者の栄養管理、栄養ケアマネジメント等の栄養状態の管理業務。 

・介護支援専門員 １名 

介護保険における基本調査等の実施に関する業務。 

入所者の問題点、解決すべき課題の把握に関する業務。 

施設サービス計画の作成に関する業務。 

施設サービス計画の実施状況の把握、変更に関する業務。 
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＊上記職員配置基準に基づく常勤換算員数を確保しての増を行う場合がある。 

（４）入所定員等 ・定員 ８０ 名（１ユニット定員 １０ 名、８ユニット） 

・療養室 全室個室 

＊施設入所、短期入所療養介護含む 

 

３．サービス内容 

①介護予防短期入所生活介護計画の立案 

② 食事（延食は可能です。時間はあくまでも目安です。） 

朝食  8 時30 分～ 

昼食 12 時00 分～ 

夕食 17 時00 分～ 

③ 入浴（週に２回以上。一般浴槽のほか入浴介助を要する利用者には特別浴槽で対応します。 

ただし、利用者の身体の状態等に応じて清拭となる場合があります。） 

④ 医学的管理・看護 

⑤ 介護（退所時の支援も行います） 

⑥ 機能訓練（リハビリテーション・レクリエーション） 

⑦ 相談援助サービス 

⑧ 栄養管理、栄養ケア・マネジメント等の栄養状態の管理 

⑨ 利用者が選定する特別な食事の提供 

⑩ 理美容サービス（日時の告知、申し込みの代行） 

⑪ 行政手続代行 

⑫ 施設による送迎（別子山を除く新居浜市全域および四国中央市の一部） 

 

＊これらのサービスのなかには、利用者の方から基本料金とは別に利用料金をいただくものもあり

ますので、具体的にご相談ください。 
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４．利用料金 

（１）介護保険自己負担金 

① 施設利用料（介護保険制度では、要介護認定による要介護の程度によって利用料が異なりま

す。以下は１日あたりの利用者負担割合１割の場合です） 

・要支援１  ６２４円 

・要支援２  ７８９円 

② 加算料金等（介護保険制度で定められた要件を満たした上でサービスを提供した場合に、そ

れぞれ利用料に加算されます。以下は１日あたりの利用者負担割合１割の場合です） 

・個別リハビリテーション実施加算 ２４０円 

・療養食加算 ８円/食 

・緊急時施設療養費 緊急時治療管理 ５１８円 

・在宅復帰・在宅療養支援機能加算(Ⅰ) 51円/日 

・夜勤職員配置加算 ２４円/日 

・入退所時の送迎 １８４円（片道あたり） 

＊入所時および退所時に送迎を行なった場合には、それぞれ加算されます。 

・サービス提供体制強化加算（III） 

＊サービスを直接提供する職員のうち、常勤職員の割合が７５％以上 ６円 

・介護職員処遇改善加算（Ⅱ） 

上記通所リハビリテーション費及び各種加算の7.1％に相当する額 

 

＊上記施設利用料及び加算料金等は１日あたりの利用者負担割が１割の場合です。負担割合が

２割、3割対象の方は、別紙「介護予防短期入所療養介護料金表」をご参照下さい。 

＊上記介護保険報酬に係る料金は、介護保険報酬改定により変動する事を含め、ご理解、

ご同意下さい。 
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（２）その他の料金 

① 食事提供に関する費用（１日当たり） １，７００円※ 

（朝食 ３５０円、昼食 ６８０円、夕食 ６７０円） 

② 滞在費（療養室の利用費）（１日当たり）※ 

・ユニット型個室 ３，０００円 

※上記①「食事提供に関する費用」及び②「居住費」にて、それぞれについて負担限度額認定を

受けている場合には、認定証に記載されている負担限度額が１日にお支払いいただく食事提供に

関する費用の上限となります。国が定める負担限度額段階（第１段階から３段階まで）の利用者の

自己負担額については別途お確かめください。 

③ 理美容代 実費 

④ 日常生活品費（１日当たり） １5０円 

＊但し、生活保護、減免対象利用者からの徴収はいたしません。 

⑤ クラブ活動費 実費相当額（利用者の選択による） 

⑥ 電気使用料金（１日当たり） ５５円 ＊電気製品を持ち込まれた場合加算されます。 

⑦ テレビ貸出料（１日当たり） １５０円  

⑧ 診断書 4,500円、死亡診断書 5,000円、他文章 3,500円 

⑨ 死後の処置料 10,000円 *処置に必要な物品は実費 

⑩ 領収書再発行 500円（一月あたり） 

⑪ 業者委託洗濯 ６６０円(1ネット)/回 ＊ドライ表示品､タオルケット､毛布等は別途料金 

⑫ 緊急時施設洗濯 440円(1着衣)/回 ＊失禁等の緊急時に限り適応 

＊別添「短期入所療養介護利用料金表」をご参照下さい。 

○上記料金は変動する事をご理解、ご同意下さい。 

 

（３）支払い方法 

・毎月１５日までに、前月分の請求書を発行いたします。お支払いいただきますと領収書を発行い

たします。 

・お支払い方法は、金融機関口座自動引き落としのみです。引き落とし日は毎月２５日となります。 

 

５．協力医療機関等 

当施設では、下記の医療機関や歯科診療所に協力をいただき、利用者の状態が急変した場合等

には、速やかに対応をお願いするようにしています。 

本人及び家族より医療期間への受診を希望される場合は、施設までご相談下さい。尚、入所サー

ビス利用中は、健康保険証が使用できませんので、無断で受診された場合は、全額実費になりま

す。ご不明な点等ございましたら、ご遠慮なくお尋ねください。 

・協力医療機関    名 称：医療法人 住友別子病院 

名 称：財団新居浜病院 

 

・協力歯科医療機関 名 称：ふくだ歯科 
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◇緊急時の連絡先 

なお、緊急の場合には、「介護予防短期入所生活介護利用契約書」にご記入いただいた連絡先

に連絡します。 

 

６．事故発生時の対応 

事故が発生した場合、利用者の状態を確認し、必要な処置を行ないます。事故の発生状況、利用

者の状態については「事故報告書」に記録を残し、管理者より利用者のご家族に事故の報告をし

ます。また、必要であれば関連部署、市町村にも連絡をします。 

管理者は、自分の部署の職員と発生した事故について「事故報告書」を基に対処方法を検討、決

定し、是正処置を行ないます。また、管理者は発生した事故の内容を確認し、その事故の発生原

因を職員とともに究明し、再発防止に努めます。 

 

７．非常災害対策 

・地震・風水害等、災害発生時には、管理者、サービス提供の責任者、防災管理者及び施設長の

判断により、当事業を休止する場合があります。 

・当事業所では、非常災害には次のような体制で対応します。 

防災管理者（防火管理者） 副主任理学療法士 日野 貴之 

非常時の対応方法 当事業所の定めるマニュアルによる平常時の訓練 ２回／年、設備点検もあ

わせて実施（防災設備 自動火災報知器、非常警報装置、消火器、散水栓、スプリンクラー、非常

発電装置など） 

 

８．施設利用に当たっての留意事項 

・ 施設利用中の食事は、特段の事情がない限り施設の提供する食事をお召し上がりいただきま

す。食事提供に関する費用は保険給付外の利用料と位置づけられていますが、同時に、施設は

利用者の心身の状態に影響を与える栄養状態の管理をサービス内容としているため、その実施に

は食事内容の管理が欠かせませんので、食事の持ち込みはご遠慮いただきます。 

・ 面会：１３：３０～１７：００までとする。（但し、コロナウイルス感染等により面会禁止とする場合有り） 

・ 外出・外泊：体調の変化がない限り、医師の判断の元、許可する。 

・飲酒・喫煙：不可。（行事により飲酒できる場合があります。） 

・ 所持品・備品等の持ち込み：記名をして、利用者もしくは、保証人等で行う。 

・ 携帯電話等のご利用は、医療機器に支障を及ぼす恐れがあるためお控え下さい。 

・ 撮影および録音機器のご使用は、プライバシー保護に鑑みご遠慮下さい。 

・ 外泊時等の施設外での受診：当施設入所者は介護保険にて療養を行うことより、医療保険の利

用は原則できません。緊急時以外の受診をご希望の際には、必ず施設にご相談ください。 

・ 治療薬は施設常勤医師により処方されます。医療機関の処方薬と同一ではありません。 

・ 金銭（\3,000以内）の管理：利用者もしくは保証人で行い、施設は関与せず責任を負いません。 

・ 貴重品の管理：利用者もしくは保証人で行い、施設は関与せず責任を負いません。 

・ 宗教活動：禁止とする。 

・ ペットの持ち込み：禁止とする。 
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９．禁止事項 

当施設では、多くの方に安心して療養生活を送っていただくために、利用者の「営利行為、宗教の

勧誘、特定の政治活動」は禁止します。 

 

１０．要望及び苦情等の相談 

・当事業所ではお客様からの相談や苦情に対して、次の様な体制で対応致します。 

何かありましたら、先ず苦情受付担当者にご一報願います。 

苦情受付 

担当者 支援相談員および介護支援専門員 

対応時間：（月）～（金）９：００～１７：３０ 

電話番号(0897)-４６-５１７７ 

 

苦情解決 

担当 事務長 安藤 慎 

 

第三者委員 

岡崎克也 

新居浜市若水町１－９－１７ 

電話番号 090-8973-8258 

  

中山道博 

電話番号 (0897)41-7383  

 

※ 公的機関においても、次の機関において苦情申出等ができます。 

・新居浜市役所介護福祉課   

所在地  新居浜市一宮町 1丁目 5番 1号 

電話番号 （０８９７）６５－１２４１  *8:30～17:15(土・日・祝・年末年始を除く) 

・四国中央市役所高齢介護課 

所在地 四国中央市三島宮川４丁目６番５５号 

電話番号 （０８９６）２８－６０００  *8:30～17:15(土・日・祝・年末年始を除く) 

・国民健康保険団体連合会 

所在地  松山市高岡町１０１番地１ 

電話番号 （０８９）９６８－８７００  *8:30～17:15(土・日・祝・年末年始を除く) 

・愛媛県社会福祉協議会 

所在地  松山市持田町 3丁目 8番 15号 

電話番号 （０８９）９２１－８３４４  *8:30～17:15(土・日・祝・年末年始を除く) 

※ 総合事務室前に備えつけられた「ご意見承り箱」をご利用いただき、お申し出いただくこともで

きます。 

 

 



  

老人保健施設はぴねすケアセンター 介護予防短期入所療養介護 - 12 - 

１１．第三者評価の実施の有無 

   実施なし 

 

１２．その他 

当施設についての詳細は、各種資料を用意してありますので、ご請求ください。 
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＜別紙２＞               個人情報の利用目的 

 

老人保健施設はぴねすケアセンターでは、利用者の尊厳を守り安全に配慮する施設理念の下、

お預かりしている個人情報について、利用目的を以下のとおり定めます。 

【利用者への介護サービスの提供に必要な利用目的】 

〔当施設内部での利用目的〕 

・当施設が利用者等に提供する介護サービス 

・介護保険事務 

・介護サービスの利用者に係る当施設の管理運営業務のうち 

－入退所等の管理 

－会計・経理 

－事故等の報告 

－当該甲の介護・医療サービスの向上 

〔他の事業者等への情報提供を伴う利用目的〕 

・当施設が利用者等に提供する介護サービスのうち 

－利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護支援事業所等との連携

（サービス担当者会議等）、 照会への回答 

－利用者の診療等に当たり、外部の医師等の意見・助言を求める場合 

－検体検査業務の委託その他の業務委託 

－家族等への心身の状況説明 

・介護保険事務のうち 

－保険事務の委託 

－審査支払機関へのレセプトの提出 

－審査支払機関又は保険者からの照会への回答 

・損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

【上記以外の利用目的】 

〔当施設内部での利用目的〕 

・当施設の管理運営業務のうち 

－医療・介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

－当施設において行われる学生の実習への協力 

－当施設において行われる事例研究 

〔他の事業者等への情報提供に係る利用目的〕 

・当施設の管理運営業務のうち 

－外部監査機関への情報提供 

 

当事業所個人情報に関するお問い合わせは以下にお願いいたします。 

個人情報問い合せ窓口  事務長 安藤 慎 

℡0897-46-5177 

 

20241001 
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甲は、乙の入所サービスを利用するにあたり、乙から介護予防短期入所療養介護利用契約、別紙

１、別紙２の内容に関して、担当者による説明を受け、これらを十分に理解した上で同意します。 

 

以上の契約の証として、本契約書を2通作成し、甲、乙は記名捺印の上、各自その1通を保有しま

す。 

 

令和      年   月   日 

＜利用者(甲)＞ 住 所                                      

 

氏 名                                        印 

 

 

＜保証人１＞   住 所                                      

（連帯保証人１） 

氏 名                                        印 

 

 

＜保証人２＞   住 所                                       

（連帯保証人２） 

氏 名                                        印 

 

 

＜事業者(乙)＞ 愛媛県新居浜市多喜浜二丁目１番５０号 

社会福祉法人 はぴねす福祉会 

老人保健施設   はぴねすケアセンター 

施設長   清 田 正 夫   印 

 

【本契約書第６条の請求書・明細書及び領収書の送付先】＊何れかに○をお付け下さい 

＜利用者＞宛         ＜保証人１＞宛         ＜保証人２＞宛 

 

【本契約書第10条３項緊急時及び第11条３項事故発生時の連絡先】 

 

・氏 名 （続柄     ）                                         

・住 所                                         

・電話番号                                       

 

 

・氏 名 （続柄     ）                                         

・住 所                                         

・電話番号                                       
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甲は、乙の入所サービスを利用するにあたり、乙から介護予防短期入所療養介護利用契約、別紙

１、別紙２の内容に関して、担当者による説明を受け、これらを十分に理解した上で同意します。 

 

以上の契約の証として、本契約書を2通作成し、甲、乙は記名捺印の上、各自その1通を保有しま

す。 

 

令和      年   月   日 

＜利用者(甲)＞ 住 所                                      

 

氏 名                                        印 

 

 

＜保証人１＞   住 所                                      

（連帯保証人１） 

氏 名                                        印 

 

 

＜保証人２＞   住 所                                       

（連帯保証人２） 

氏 名                                        印 

 

 

＜事業者(乙)＞ 愛媛県新居浜市多喜浜二丁目１番５０号 

社会福祉法人 はぴねす福祉会 

老人保健施設   はぴねすケアセンター 

施設長   清 田 正 夫   印 

 

【本契約書第６条の請求書・明細書及び領収書の送付先】＊何れかに○をお付け下さい 

＜利用者＞宛         ＜保証人１＞宛         ＜保証人２＞宛 

 

【本契約書第10条３項緊急時及び第11条３項事故発生時の連絡先】 

 

・氏 名 （続柄     ）                                         

・住 所                                         

・電話番号                                       

 

 

・氏 名 （続柄     ）                                         

・住 所                                         

・電話番号                                       
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